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 レポート       富士山の生い立ちに関連して 
堀内 弘栄 

 

「かわさきアカデミー講座の富士山の生い立ちを探る」に参加

した。バスで田園都市線たまプラーザ駅前から富士山泥流のある

御殿場付近のまでの巡検である。思いのまま書いていく。 

筆者の住む川崎台地の赤土は関東ローム層である。台地の表

面は植物の根が入っているが、古いものは箱根火山、新

しいものは富士火山の火山灰である。南関東のテフラは

45万年位前のものである。箱根火山のテフラも45万年

位前のもので富士山は十万年前位のものである。平均す

ると1万年で1m堆積する。従って、数十m堆積している。 

 川崎生田のおし沼切通しに古い関東ローム層がある。こ

れを多摩ローム層といい45万～10万年前のものである。 

 その上の関東ローム層は、下末吉ローム層(13～8万年

前)、武蔵野ローム層(8～5万年前)、立川ローム層(5～2万

年前)とある。下末吉台地は海成段丘である。 

 さて、1970年代の研究で関東ローム層は細かく分類され

るようになった。 

  富士山は武蔵野ローム層と下末吉ローム層の時代で

ある。富士山は溶岩と火山灰、二つが 何枚も載る成層火

山である。宝永火山灰1707年のマグマはすべて火山灰に

なった。発泡状態で火山灰になるか、溶岩になるか、ビー

ルが冷えるような状態では溶岩になって噴出する。 

 今日は①火山灰を観察する。②山体崩壊も観る。安息角

を超えるような斜面は今もある。御殿場泥流堆積物であ

る。 

 2900年前のことであった。この堆積物は御殿場まで覆っ

た。小田原、鴨宮まで覆った。 

 東名高速を通過し御殿場ICから一般道に下りた。この辺

り、御殿場泥流の堆積台地である。岩屑なだれもあった。

岩屑なだれの場所には流山が出来る。流山は、海中に出

来ると島になることがある。 

 雲仙の前山は流山であった。火砕流はマグマそのもの

である。雲仙普賢岳がそれである。溶岩ドームが不安定に

なって崩壊崩落する。高温ガスが含まれているので噴煙と

なって下る。それが、シラス台地を造った姶良カルデアが

それである。姶良カルデア噴火の噴煙がシラス台地を造

ったのであった。 

 宝永火山噴火は白い軽石が最初に出た。観測地点①は

富士霊園の入口に近いところ、(富士霊園入口バスあり)。

富士山の宝永噴火をまともに受けた場所だ。 
 黒土はクロボク。赤土は関東ローム層。粗い砂利は宝永

火山灰層である。白いのが宝永の白い火山灰層である。

／標高550m地点。噴火初日の日中に白い火山灰が降っ

た。その後、16日間噴火が続くが黒いスコリアであった。 

白いのはデイサイトである。黒は玄武岩である。火山灰は

3mほど溜まったという。 

帯状である。

黒は、富士

黒土層とい

う。 スコリ

アはカリカリ

音がする。 

黒土層は富

士山活動が

穏やかな時

代のもので

ある。 

10000~5000

年前の時代

である。植

物が覆われ

ていたことの証拠を示すものである。 米は痩せ地に美味

しいものが出来るというが、三ケ日は蛇紋岩(青い)が多い。

よってミカンが美味しいのだという。尚、赤色土上には、御

殿場泥流が載っている。 

 

古酒匂川河成段丘の出来た時代の駿河礫層観察に不

老山側の谷に行く。一番下の層は約10万年前である。こ

の付近①花崗岩質の岩石がある。トーナル岩である。花

崗閃緑岩に近い。②緑色の石がある。緑色凝灰岩である。

中川流域に出ている。昔の河内川の合流部分であろう。 

 中井町、大磯町で砂利が採集されている。ここには、ここ

にある花崗岩質の砂利がないので、酒匂川は当時、中井

町、大磯町には流れていなかったことになる。よって、駿

河礫層である。 

 

http://www.jac.or.jp/doukoukai
https://www.navitime.co.jp/maps/poi?id=00256022
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駿河礫層の主流部露頭である。（photo3） 

 
 ここの駿河礫層は角ばっている。尚、花崗岩はこの露頭

にない。この付近、林道入口は、昔の酒匂川が流れてい

た当時の川岸に近い部分で、丹沢山地から供給された角

の取れていない礫が目立つ。間を埋めているものは砂で

はないので、本流の影響のない地域に溜まったものであ

る。多くは、流水によって再堆積された火山灰土であって、

｢水つきローム｣などと呼ばれる。 

駿河礫層の中に厚い軽石層がある。 

 上から関東ローム層、石、砂、石。 関東ローム層が観ら

れるが砂が入っているので砂 そして、礫の順、軽石が風

化して錆びて茶色になっている。 軽石はどこから来たの

であろうか。富士山小御嶽から来ている。又は、先小御嶽

である 輝石テフラであり、ここから北方約11㎞の道志道

山伏峠でも1mもの厚さのものがある。 

 この色で、なじみ深いのは、鹿沼土である。3万年前のも

のである。 

 ここは、10 万年前に堆積が終わっているので、～9 万年

前の噴出層、下末吉ローム層に対比される。  

 また、大磯丘陵ではKmP(吉沢ローム中部層)テフラ群に

属する可能性もある。 角閃石、黒雲母は限定される。こ

れも、輝石を含み特徴がない。御嶽山には黒雲母が入っ

ている。 

  
御嶽山火山灰でOn-Pm1 である。(photo4) 

 厚さ 1mはある。約10万年前のものである。 

 1m堆積は相当大きい噴火であった。100k㎥に近いもの

だった。 

  ここの露頭On-Pm1は保存が良く素晴らしい露頭で

ある。 

以上、御殿場周辺露頭に観察できるテフラ関連をオオザッ

パに記載した。 

[下記、露頭位置を国土地理院地図で見る] 

http://maps.gsi.go.jp/#15/35.371963/138.971415/&base=st

d&ls=std&disp=1&vs=c1j0l0u0t0z0r0f0 

 (2018_0１_15付) 

 連載・上信の峠路 ④   

 会所 （上信国境─上野・南相木村境）その４ 

                                                               富永 滋 

 

【峠の呼び名について】 

 次に峠の名称についての考察を行いたい。前述の様に明治１３ 

年頃まで会所を越えて馬で荷を運んでいたと口承されるが、道に

関する当時の公式な記録は見当たらない。同１１年の郡村誌の南

相木村の章に、上州への無等道路があり小海村境の川又から白

井の村境まで五里とされているが、これは相木道のことであろう。

江戸時代に、米が馬背で広瀬から南相木、北相木を経て栂峠越

えで運ばれていたと云うので、明治初期にも大して変わりなかっ

たと思われるからである。当時の道路には一等、二等、三等の等

級があり、佐久甲州街道（現在の国道１４１号）がやっと三等とさ

れ、他の地方道はすべて無等とされていた。明治１０年頃、三川

から上州への道路計画が頓挫したとされ、ましてや馬道は少なく

とも村役場に峠道として認識されるほどのものではなかったと見

られる。 

 大正２年に神流川源流の村人からこの峠道の存在を聞いた高

畑棟材は、同１０年に再訪し更なる情報収集を試みたが、人によ

りまちまちで統一した見解が得られなかった。この時、会所の名

称について調査したかは定かでないが、少なくとも確固たる情報

は得ていないと見え、信府統記の「これい峠峰通国境十石峠ヨリ

辰巳ノ方」（註：コレイ峠は十石峠から上信国境を尾根伝いに南東

の方向）の記述と、富士見十三州図が示す中之沢の南西に位置

する「コレイ峠」の文字とから、１７０５独標の名称がコレイ峠と推

定したと見られる。 

 しかし江戸時代の地図の精度は内陸部では極めて低く、伊能図

が海岸線と内陸の主要街道沿いを正しく示した以外は、どの絵図

も地点間相互の距離と方角と不正確で、こと人跡稀な神流川源流

域に関してはいい加減極まりないものだった。信府統記が記す十

石峠の南東方向には実際には国境越えの峠は全く存在せず、南

西三粁弱の位置に栂峠が存在するのみである。また富士見十三

州図においては、楢原、浜平の位置や神流川を幾度となく渡り返

すはずの十石峠街道の描き方もおかしいのだが、上信間の峠道

についても、白井関から大日向へ越す十石峠街道と北相木へ越

富士見十三州図（天保十三年─1842年） 

http://maps.gsi.go.jp/#15/35.371963/138.971415/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0l0u0t0z0r0f0
http://maps.gsi.go.jp/#15/35.371963/138.971415/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c1j0l0u0t0z0r0f0
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す相木道が、実際は峠近くの山

中で分岐するのに図では白井村

中で分岐し、三粁弱の至近距離

にある十石峠と栂峠はかなりの

距離を隔てて描かれ、紛らわし

いことに峠から多少離れた位置

に「十石峠」、「コレイ峠」（註：栂

峠のこと、この異称が定着した

理由は後述）と峠名が記入され

ている。相木道は白岩へ下って

北相木に達するが、図では峠越

え直後に三河田（現在の三川）

への道が分岐し、南相木の栗尾

（現在の栗生）、和田を経て小海

に達している。この南相木の部

分は全く実際と違っており、当時

の相木道は峠を越えず、川又で

北相木と南相木を結んでいて、純然たる山径を別とすれば、他に

両村間の通路があるとすれば大鰭峠くらいなものだった。小海

（註：大正八年以前まで村役場があった小海村本村を指す）で北

相木道と分かれた南相木への道は、実際には図の中山島（註：現

在の中島のことか）で分かれて栗尾と三河田とに達し、幹線道路

としては行き止まっている。図の不正確さを考慮すれば、信府統

記や富士見十三州図が記す神流川～相木間の通路は、会所越え

でなく相木道だと読める。  

 この見方、すなわち信府統記等の『古文書が記す「コレイ峠」は

「栂峠」のことである』との説は、平成２５年、地元富岡市の郷土史

研究家・榊原寿一氏により発表されたものである。榊原氏は、江

戸から明治初期の元禄１４（西暦１７０１）～元治２年（西暦１８６５

年）の８図を総覧し、コレイ峠が現在の栂峠に相当することを指摘

した。この新説は、会所周辺を占める源流域の御林、御巣鷹山に

立ち入らずとも相木への通行が可能であり、また複数の絵図に白

井～相木が五里（約１９．６粁）と付記され、明治期の郡村誌の北

相木村の記述とも良く一致するので、極めて信憑性が高いもので

ある。ここに言う相木は、絵図上に描かれた道筋、距離の整合性

の両者からして北相木を指しており、郡村誌は、「古来峠」を越え

て上野村に通じ、北相木～楢原を六里（２３．６粁）としている。現

在の地形図に古道の道筋を乗せて実測すると約２３．５粁となる

ので、距離表現の精度は高い。北相木～白井の実測値は約２１．

０粁（５．３５里）であり、江戸期の古地図の距離も概ね正しい事が

確認される。 

 高畑の誤った推論を受け一般に「コレイ峠」と認識されていた峠

に対し、原全教は「会所」の名を示した。根拠は明記されていない

が、前述の様に原は昭和５年に三川

に逗留しており、その時に聞き取った

ものと推測される。明治３７年の陸地

測量部の記録では「会所峠」とされ、

明治期に既に会所という呼称が存在

していたことが確認される。「会所」と

は一般に取引所、集会場を意味する

が、佐久・山中領間の取引の記録や

伝承では、信州人が例外なく米を馬

背で上州まで担ぎ越しており、峠上で

の取引の話は聞かれない。江戸時代、

御巣鷹山や御林見回りのため神流川

源流に五ヶ所の番小屋を設け、頻繁

に巡視が行われていたので、会所の

小屋もまた巡視用の宿泊所であった

と推測される。原は昭和１０年の著書

付図で会所の名を始めて世に知らし

めたが、高畑の「コレイ峠」説も否定せずに併記した。勝見勝も

「会所平」と呼び、三川で峠道の情報を得て登った春日も同じく「会

所平」と記したにも関わらず、低山山岳の第一人者だった高畑の

影響力は絶大で、現在に至るまで、以後の殆んどの文献では「コ

レイ峠」とされてきた。他には昭和３６年の南相木村誌付図に、「ク

ラミ峠」の呼称が見られるが、名の起源は不詳である。また「会所

（平）」の聞き違えと思われる、「会社（平）」の名も一部に出現し

た。 

 ところで「コレイ峠」とは、江戸から明治期に掛けては、現在の

「栂峠」を指すものだった。その後生じた誤解により、「会所」が「コ

レイ峠」と呼ばれるようになった訳だが、本来の「コレイ峠」が「栂

峠」に置き換わった経緯はどのようなものなのだろうか。江戸か

ら明治初期に掛け、峠の両側に「栂」に関わる地名は皆無である。

また昭和初期の文献では地蔵峠、山中峠、相木峠の名もあったと

いうので、いずれにせよ安定した名称が存在しなかったことが窺

える。栂峠の名が初めて現われたのは大正４年の地形図である。

明治１１年の北相木村郡村誌では「古来峠」であったが、地形図刊

行後は全ての山岳家の記述、地図等で、栂峠に変わった。地形図

に収載される地名は地元自治体の提出資料に基づき設定される

ので、明治末年～大正初頭の辺りに地理的に近い北相木村役場

が提出した資料に栂峠の名が記されていたためと推測される。北

相木の地元では、峠の直前にある二本の大栂が栂峠の名の起こ

りとされており、地形図測量の調査当時、広く通ずる明確な名を失

っていた峠に対し、村役場が「栂峠」という付近の住民の俚称をそ

のまま申告したものと推測される。 （完）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 山行報告   関東ふれあいの道 神奈川⑭ 

         峰の薬師へのみち 
今井 秀正 

２０１８年２月１７日（土曜日）快晴 

参加者：８名（北野、近藤、片野、高橋、大西、渡辺、鎌田、今井） 

コース：ＪＲ橋本駅=城山高校前バス停－城山公園水の苑地－三

嶋神社－峰の薬師－三沢峠－梅ノ木平－京王高尾山

口駅 

 山岳地理クラブの会山行として継続している関東ふれあいの道

のうち、“神奈川⑭峰の薬師へのみち”を歩いた。すべての山行

の計画書をＪＡＣ本部へ提出せよというお達しに従った、当会とし

ては初めての山行（ハイキング）になった。 

 午前９時にＪＲ横浜線の橋本駅前１番のバス乗り場へ集合。当

会のメンバーは、必ず定刻のかなり前に集合する方々なので９

時丁度発の三ケ木行き路線バスに乗車できた。 

城山高校前バス停で下車（９時２０分）。周囲は城山ダムが作られ

たときに車道も歩道も広いすっきりとした環境に整備されている。

バスを降りた

国道４２３号

線から右へ道

を分け、津久

井湖の東側

のゆるい坂を

登るとすぐ右

側にある“城

山公園水の

苑地に到着

（９時３０分）。

城山ダムの堰堤と津久井湖の湖面を見下ろし、左側には城山（３

相木道（コレイ峠）と会所越の位置関係 
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７５ｍ）（津久井城跡）がひと際高くそびえているのが見える。今日

の行程は高尾山口駅まで歩いても正味３時間余なので、ゆっくり

気分だ。雲一つない晴天なのだが、春の天候なのか山々はクリ

アには見えない。しかし展望は良く、峰の薬師らしい白い建物が

見えた。 

 しばらく舗装道路の歩道を歩いて中沢の集落へ。関東ふれあい

の道の道標を確認して右折すると正面に鳥居が見え、三嶋神社

着。一応石段を登ってお参り。ここは三嶋大社の分社との事。石

段下にはお祭り用かもしれない運動場のような広い広場がある。

小休止して出発（９時５５分）。次第に山道にはなるが、簡易舗装さ

れていて歩きにくいことはない。３０分程展望が全くない林の中を

登り、峰の薬師は右という赤い矢印の看板がある分岐着（１０時２

５分）。そのままいくつか大きなカーブを経た歩きやすい道を登る

と峰の薬師の管理事務所がある広場へ（１０時４５分）。広場から

南に広がる展望は素晴らしい。ここは武相四大薬師の一つで１５

００年前後の創建という。登ってきた方向に折り返すように少し上

に進むと鐘撞堂（３回撞いて１０円奉納とのこと）を経て、その先に

本堂が見える。ここが今日の関東ふれあいの道撮影ポイントに指

定されている。写真を撮って薬師堂へ。 

 白いコンクリート造りのようで“歴史”が感じられない建物だ。調

べてみたところ、明治に入って神仏分離により廃堂になった。本

尊は下におろされていたが、昭和の初めに再興されたのだという。

造りから考えれば近年再び改修されているのではないだろうか。

本堂右側のふれあいの道ルートからの展望も素晴らしい。続い

て奥の院へ向かう。少し進んだ右側にベンチがあって、このコー

スでは足元から開けた景色の展望台になっている。すぐに奥の

院到着（１１時１０分）。ここもコンクリート作りの二階建ての建物で、

正面はシャッターが閉まっている。両脇に取り付けてある錆びた

鉄の階段を登ると本堂で、後ろを向けば展望テラスという作りだ。

弥勒菩薩が祀られているそうだ。 

 ここまで登ると三沢峠へは大した登りはない。国や自治体の防

災無線のアンテナの脇を通り抜けて草戸山方面と三沢峠方面の

分岐に到着（１１時３０分）。すぐ後ろの高いところへ移動して昼食。

ここは榎窪山（４２０ｍ）という標識がある。何度か来たことはあっ

たが、山の名前

を初めて知っ

た。 

 昼食後、三沢

峠方向へ。ベン

チでは我々の

年代風の５，６

人が昼食中。今

日の登りは完了。

三沢峠から梅ノ

木平へ下山開

始（１２時５分）。湿っていてうすら寒い展望がない谷筋の林道を

ひたすら歩く。展望はないし、何の面白みもない。この部分は東

京都の関東ふれあいの道と重なっている。路面には先日の雪が

所々まだ残っている。凍結している箇所もいくつかあって少々気

を使ったが、誰も転倒などすることなく梅ノ木平着（１２時５０分）。

バスは１６時過ぎまでない。高尾山口まで歩くことは覚悟の上だっ

たので、国道２０号に沿って歩き出した。 

 歩き出すとすぐ、昔はなかった高尾山インターチェンジが出来て

いて車の出入路に沿って歩かなくてはならない。気が付くと歩道

との間にあるガードレールは全て丸太で作られていて、そのまま

高尾山口駅方面へずっと続いている。白い鉄板のそれよりも周囲

になじんでなかなか良いとは思うが、強度の方はどうなのだろう

か。やがて左手に“ＴＡＫＡＯ５９９ ＭＵＳＥＵＭ”が見えてきた。玄

関前で靴の泥を洗い、小休止することにして本日の山行は終了

（１３時３０分）。以後、八王子へ移動していつものように反省会を

楽しんだ。以上 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 廃れの系譜 ⑥  廃図    地図と設計図 

 今回は図面の話である。 

 現役時代、商品開発の担当部署で、常に製図台に向き合

い図面と格闘してきた。もちろんまだCADなんて無い頃の

話である。テーマが与えられそれに沿うような新しい発想

を求められたり、テーマそのものを提案しなければならな

いこともあった。トレペに線やイラストを描き文字や数字を

書き込んで、白い平面が埋め込まれていった。こんな作業

を作図という。 図面には、作図者の意図がそのまま反映

することもあれば、全く異なる方向に向かってしまうことも

ある。図面を介してコミュニケーションが計られ、さまざま

な用途に使われ始めるとき、単なる紙切れが貴重な情報

源に置き換わる。 もう一方で、すでにあるものを図面に

置き換える作業もある。立体を二次元に置き換えることに

より、いろいろ便利なことが出来るので、製造業に限らず、

この作業は重要な業務の一つだ。 

 地図の作成も、実際の地形を二次面に表現することなの

で、同じことなのだがここには三面図というものがない。平

面図だけで立体を表現することを要求されるので、垂直方

向の値が等高線というものに置き換わる。この等○線は

天気図の等圧線、等温線、等照度(分布)線 などに利用さ

れ表現の幅を広げているのであるが、この曲線を頭の中

で立体に置き換えることが極めて苦手だという人も多い。

地形図でいえば、尾根と谷の区別がつかないということだ。

図面を読むということは地図を読むことと同じで、ただ見て

いるだけでは何の意味も無いことは全く同じである 

 それらの地図や図面も役割を終えると、廃図という運命

が待っている。だが、この廃図という意味についてはそれ

ぞれの図面ではすこしづつ意味が違うようだ。 

たとえば 国土地理院の地形図は新しい図幅が発行され

るといままでのものは販売できなくなり廃図となるが古い

版の地図は作られた時代を記録する重要な資料となる。

一方設計図などの廃図となったものは、その存在すらかき

消され、無かったことになる場合が多い。 

今、手元にある古い自作の図面は思い出を辿る紙切れで

しかないが、処分できないまま、書棚の肥しとなっている。 

（近藤善則） 
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